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低炭素社会構築に貢献する環境配慮型コンクリート
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技術開発の背景と目的
　セメントは建設工事で多用されるコンクリートの主要材料であるが，製造時に，わが国のCO2総排出量の3.7％に相当するCO2が排出される1）。
建設会社として低炭素社会の実現に寄与することを目的に，左図に示すコンセプトで，セメント使用量が少なく，高品質でコストが普通コンク
リートと同等な３種類の「環境配慮型コンクリート」を開発した2）。

技術開発の成果と活用
　セメントの代替材料として，製鉄の工程で生産される高炉スラグ微粉末を使用し，マスコンクリートに適した「ECMコンクリート」，CFT造
部材充填用の「KKCコンクリート」，上部躯体を対象とした「BLSコンクリート」を開発した。高炉スラグ微粉末の置換率で見れば従来の高炉セ
メントと同じであるが．温度や収縮によるひび割れへの抵抗性，フレッシュコンクリートの流動性，分離材料性，強度発現性などニーズに合わ
せた改良を実施している。また，必要とされる中性化抵抗性に合わせた使い分けをしている。これまでに，ECMコンクリートは62,500ｍ3（9
棟），KKCコンクリートは1,700ｍ3（6棟），BLSコンクリートは2,800ｍ3（3棟）の適用実績があり，合計のCO2削減量は11,800トンとなる。今
後も，低炭素社会構築に寄与する材料として適用を提案していく。

開発方法
　これらのコンクリートは，主に実験的研究により開発した。ECMコンクリートではスランプの経時保持性，ブリーディング，構造体強度，中性
化抵抗性に，KKCコンクリートはスランプフローの経時保持性，粘性，実大模擬試験体による構造体強度に，BLSコンクリートは乾燥収縮によ
るひび割れ抵抗性および構造体強度などに着眼した。また，ECMコンクリートは用途がマスコンクリートであることから温度応力解析も合わ
せて実施している。なお，ECMコンクリートとBLSコンクリートは日本建築総合試験所の建築技術性能証明を，KKCコンクリートは都内３つの
生コン工場それぞれと共同で大臣認定を第三者評価として取得している。
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